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【議案】 

・議案第13号 令和５年度市立高校採択希望教科書について（学校教育課） 

・議案第14号 小松市社会教育委員の選任について（生涯学習課） 

 

【報告事項等】 

・小松市教育大綱アクションプラン「学びのみちしるべ」について（学校教育課） 

・令和４年度ウォームアップ週間取組計画について（学校教育課） 

・寄附受納について（学校教育課） 

・各研究会授業公開について（教育研究センター） 

・令和３年度放課後児童クラブ自己評価の公表について（生涯学習課） 

・第 1回小松市未来型図書館基本構想策定委員会の開催状況について（生涯学習課）  

・未来型図書館 つながるミーティングの開催について（生涯学習課） 

・ひととものづくり科学館６月報告について（ひととものづくり科学館） 

・寄附受納について（市立高校） 

 

 

 
 



教 育 委 員 会 報 告 

令和４年７月13日 

【議案】 

件 名 議案第13号 令和５年度市立高校採択希望教科書について 

所管部課名 学校教育課 

内 容 

高等学校において新学習指導要領が移行中であり来年度は２年目

にあたり、新学習指導要領の目的に沿った選考を行った。大きな変

更点は、来年度２年生の新科目である地理総合と公共の教科書の選

考を行ったこと。 

教育委員等の意見 
【北村委員】 

 他の科目で採択の変更はないか。入試との関係はどうか。 

回   答 

【奥田市立高校教頭】 

 他の変更は名称が変更されただけなど大きな変更ではない。 

このカリキュラムはすべての進学・就職を網羅できるよう対策し

ている。 

 議案第13号 承認 

  

件 名 議案第14号 小松市社会教育委員の選任について 

所管部課名 生涯学習課 

内 容 
任期満了に伴い、小松市医師会から推薦のあった１名を選任する

もの。 

教育委員等の意見  特になし 

 議案第14号 承認 

 

【報告事項等】 

件 名 小松市教育大綱アクションプラン「学びのみちしるべ」について 

所管部課名 学校教育課 

内 容 
令和３年度～令和６年度における小松市教育理念・方針・主な事

業・指標などを定めたアクションプランを作成したもの。 

教育委員等の意見 
【北村委員】 

 指標は令和２年度の結果を精査したうえでの設定か。 



「食育の推進」における指標95％はどのように決定したのか。 

「特色ある高等学校教育」の英語力・コミュニケーション能力の

育成における指標の英語検定取得率を15％も増加させるためにど

んな取り組みをするのか。 

「未来の創り手となるために必要な資質・能力の確実な育成」に

おいて学力向上の視点から記載されているが、社会で生きていくた

めの社会性・意欲・思考力などを向上させることが大切である。  

「ふるさとの文化の理解と伝承」において子供歌舞伎以外の地域

の伝統文化が記載されていないが、意識付けするためにも記載して

ほしい。 

「生涯スポーツの推進」において地域スポーツや部活動の記載が

ない。 

回   答 

【石黑教育長】 

 令和２年からの新型コロナウイルスの流行により先を見通せず、

今年度報告することとなった。 

教育委員会の行っている事業はたくさんあるが、一番大事な部分

をアクションプランに記載している。 

【岩脇学校教育課長】 

 各担当課で実績を踏まえて指標を設定している。 

給食について子ども達にアンケートをとった結果85％であっ

た。さらにおいしいと思われるように努力するため95％に設定し

た。 

学力向上事業にある主体的・対話的で深い学びの実現に社会性・

意欲・思考力などの向上も含まれている。 

部活動に一生懸命取り組みリーダーシップを発揮した生徒を表彰

することにより、学校を離れてもスポーツに関わっていくモチベー

ションをもつようにしている。 

【出口市立高校事務長】 

 確認し、次回報告する。 

【坂下生涯学習課長】 

 生涯学習課が担う事業を記載している。市長部局と連携してい

く。 

 

件 名 令和４年度ウォームアップ週間取組計画について 

所管部課名 学校教育課 

内 容 

 ８月24日から８月30日の間で３日以上実施することとなってい

る。実施後に成果と課題について検証し、次年度により効果的な取

組となるようにすすめていく。 



教育委員等の意見 

【中惣委員】 

 ウォームアップ週間以外での補充学習を実施しない６校の理由は

なにがあるか。個別の質問学習は児童の希望により日を決定してい

るのか。 

【北村委員】 

 ３日実施の学校ばかりだが、理由はあるのか。 

回   答 

【岩脇学校教育課長】 

 ６校のうち２校は工事により校舎を使えない学校で、４校はウォ

ームアップ週間で補充学習を中心に行い、個別の質問学習を随時行

う学校である。個別の要望に応じて行っている。 

 ウォームアップ週間の日数は、学校が行事等を考慮して計画を作

成し決定している。 

 

件 名 寄附受納について 

所管部課名 学校教育課 

内 容 
教育振興のためとして、中山氏よりご寄附をいただいた。６月

29日に感謝状を贈呈した。 

教育委員等の意見  特になし 

 

件 名 各研究会授業公開について 

所管部課名 教育研究センター 

内 容 

 研究員がワンチームとなって授業づくりを研究して専門家のアド

バイスをいただき、授業力を向上させることを目的として公開授業

を行う。 

教育委員等の意見  特になし 

 

件 名 令和３年度放課後児童クラブ自己評価の公表について 

所管部課名 生涯学習課 

内 容 

小松市放課後児童クラブ運営基準に基づき、各クラブが自己点検

を行い、生涯学習課が実地調査を行った上で評価を確定する。令和

３年度は35クラブのうち20クラブがＡ評価となった。８月１日に

市ホームページでの公表を予定している。 



教育委員等の意見 

【勝木委員】 

 自己評価は各クラブが感覚でつけているのか、客観的な評価はあ

るのか。利用している保護者や子供の評価は含まれているのか。 

回   答 

【坂下生涯学習課長】 

 Ｂ評価の理由は、運営体制において法人と地域運営の団体の事務

処理に不備があった、コロナ禍のため活動ができなかったなどであ

る。 

 評価の基準があり点数に従って評価を決めている。全体のバラン

スも考慮してクラブと生涯学習課で協議している。各クラブで利用

者にアンケート調査を行っており、内容を反映しながら運営してい

る。 

 

件 名 第1回小松市未来型図書館基本構想策定委員会の開催状況について 

所管部課名 生涯学習課 

内 容 

 未来型図書館基本構想の策定にあたり、第１回策定委員会を６月

28日に開催した。議論の主な内容は、①策定委員会の運営等につ

いて②基本構想策定の概要及びスケジュールについてである。第２

回策定員会は８月下旬に開催予定。 

教育委員等の意見  特になし 

 

件 名 未来型図書館 つながるミーティングの開催について 

所管部課名 生涯学習課 

内 容 

 本づくりの手法を活用し、未来型図書館のビジョンや基本方針を

全５回のワークショップを通して市民とともにつくっていくもの。

第１回は７月31日開催予定。 

教育委員等の意見  特になし 

 

件 名 ひととものづくり科学館６月報告について 

所管部課名 ひととものづくり科学館 

内 容 

 カプラジャパン 冨安先生、国立極地研究所生物圏研究グループ  

渡辺先生に講演していただいた。来館者数は 6,209 人。４月～６月

までの来館者数がコロナ禍前（平成31年）の人数に近づいている。 



教育委員等の意見  特になし 

 

件 名 寄附受納について 

所管部課名 市立高校 

内 容 

 芸術コースの充実のためとして、小松美術作家協会より10万円の

ご寄附をいただいた。６月13日に小松美術作家協会中田会長、寺西

理事長に感謝状を贈呈した。 

教育委員等の意見  特になし 

 

 

【その他】 

件 名 次回教育委員会会議日程について 

内 容 
日時：令和４年８月17日（水）午後１時30分 

場所：市役所 ６階 教育長室 

 

 

【教育委員からの意見・提言】 

吉原委員 

計画訪問に行ったところ、端末を使った授業が行われていた。学校現場

でデジタル化が加速していく。サイバー攻撃への対策はどうしているか。 

【表教育研究センター長】 

 学校にある情報資産を守るため、令和４年３月末に資産管理を導入し

た。許可したＵＳＢのみ使用可。 

中惣委員 

計画訪問では子供達がタブレットを積極的に楽しそうに使用していた

ことが印象深かった。夏休み前に各学校で地域の危険個所の点検などを

行っているか。 

勝木委員 

 計画訪問に行ったところ、学校によって風通しの良し悪しに大きな差

があった。今からどんどん暑くなるため、熱中症に気を付けて学校の活動

をしていただきたい。熊の出没やコロナ感染者の増加など学校も大変だ

が、子供達のことを第一に考えてほしい。 

北村委員 特になし 
  


